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られたセクシュアリティに関する知識 時間、ピアカウンセリングに関する知識 時間、ピアカウン7.5 12.5
セリングの実践 時間の計 時間 日間 を修了し、実演発表の評価で合格に至ったものをピアカウン10.0 30 (4 )
15セラー養成前期修了者とする。修了者は、各高等学校などでピアカウンセリングを実践し、後期課程の
時間 日間 を修了して、日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション研究会から思春期ピアカウンセ(2 )
ラーとしての資格を取得することができる。
平成 年 月に名寄市立大学で 回目の前期研修を行った。今まで前期だけしか開催できなかったが、25 8 2
年明け、国家試験後に、これまで前期を取得して資格に至らなかった者も含めて、思春期ピアカウンセリン
（ ） 、 。 、「 、グ養成講座後期課程 後期研修 を開催し 資格取得に繋げたいと考えている 宮内ら は プログラム1）











、 （ ）、 （ ）本研究の対象は前期研修に参加した大学生 － 年生 名で 女性 ％ 男性 ％1 4 14 71.4 10/14 28.6 4/14
であった。
２．前期研修内容















平成 年 月、 日間。25 8 4
４．調査内容と方法
調査は、質問紙を作成・配布し、講話前後に質問紙を用いてアンケート調査を行い、無記名で回収した。
調査内容は、性別、 の「幸せ」から「悲しみ」までの感情を、目の周囲と口、涙を用いLorish & Maskinn
た 段階からなるフェイス・スケール（ 、 の簡易尺度 項目から日本20 The Face Scale) Rosenberg,M(1965) 262）
人の気質に合った 項目を選び、信頼性、妥当性を検討した山本ら（ ）訳、自尊感情尺度 の 項10 1982 103）


































以上の 項目において、 は、その時の気分を 段階の顔の表情（笑顔から泣き顔）で （ ）は 「そ27 (1) 20 2、 、
う思う 「ややそう思う 「やや思わない 「まったく思わない」の 件法で （ ）は「そうである 「違う」」 」 」 、 」4 3
の 択で、該当する箇所に各々○をつけてもらった。2
５．分析方法
分析方法は を使用し、研修前後の変化について各項目をクロス集計し、フェイススケール 段SPSS17.0 20
階は の 検定、自尊感情 項目は の符号付き順位検定を行い、自己効力感 項Mann-Whitney U 10 Wilcoxon 16








この前期研修に参加した大学生が挙げた動機は、資格を取る ％ 、看護・介護・その他の将来就64.3 (9/14)
く職で役立つ ％ 、生活で役立つ ％ 、友人関係で役立つ ％ であった。57.1 (8/14) 57.1 (8/14) 14.3 (2/14)
．講話前後、男女別の特徴2
研修前後の比較1)
次に、研修前後で有意な差が認められたのは 「フェイススケール （ｐ＝ 「私は自分にはいくつ、 」 ）、0.015
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自尊感情 項目の特徴(2) 10
図 は、研修前後の自尊感情 項目の変化を示した。2 10
、「 」 、 「 」研修前後で 私は全ての点で自分に満足している の項目では 研修前に比べ研修後に 満足している
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男女別比較2)
研修前では、男女別で自己効力感の項目で有意な差は認められなかった。研修後の男女別で特徴が認めら
れたのは 人より記憶力が良好である ｐ＝ 何かを決めるとき 迷わず決定するほうである ｐ「 」（ ）、「 、 」（0.048
＝ ）の 項目であった。男性に比べ女性の方が「記憶力が良好である」とする割合が有意に高く、女0.030 2
性に比べ男性の方が「迷わず決定する」とした割合が有意に高かった 図 、図 。( 4 5)
３ 研修後の自由記述内容.











































































































































































11 4) 日間、学んだことを復習できたように感じた。 学びのまとめとなった










































また、研修後、自分自身に対して「満足した 「見所がある 「前向きの態度をとっている」との認識が深」 」









、 、 、後期研修では 前期研修後の互いの活動を振り返り 学びを共有することで解釈の仕方や判断の違いから
学生の視野をさらに広げることに繋がると考える。また、単に、高校などの授業活動に関する振り返りだけ
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境作りとして、 大学の講義における導入などの活用も含めて、大学生の聞く力、話す力の基礎的なスキル
アップを図るプログラムとして、活用できたらと考える。
























31 2 pp243-251 2013.6究動向，思春期学， 巻 号， ，
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.1986
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1日目 2日目 3日目 4日目
セクシュアリティに関する知識 4 3 5. 7 5.
ピアカウンセリングに関する知識 7 5. 4 5. 0 5. 12 5.
ピアカウンセリングの実践 4 6 10
合計時数 7 5. 8 5. 8 6 30
「ピアカウンセリング養成講座」の開催で捉えた大学生の自尊感情と自己効力感
１日目 ２日目 ３日目 ４日目
場所 ○○教室 ○○教室 ○○教室 ○○教室
9:10 9:30　受付開始、 8:45　受付開始 8:45　受付開始 8:45　受付開始
オリエンテーション 9:00 エクササイズ 9:00　エクササイズ 9:00　各グループ作業
9:30　コカウンセリング 9:30 セクシュアリティ各論Ⅰ 　　　発表・リハーサル
10:00 開講式 　　　　実習 　　　妊娠・出産 　
挨拶 　　　　振り返り  
オリエンテーション 　
10:30 オープニングエクササイズ、自己紹介 10:30セクシュアリティ各論Ⅱ
ピアネーム作成 ・   避妊 　
・ピアとは ・   ピル
11:00 ・ピアカウンセリングとは 11:00小集団を対象とした 　 11:00　実演発表
・ピアカウンセリングの基本理念 　　　ピアカウンセリング 　１Ｇ　20分
13:00 エクササイズ 13:00 自己決定能力を高めるエクササイズ
12:30セクシュアリティ各論
　　　Ⅲ 13:00　実演発表
・8つの誓約 価値討論 ・性感染症（子宮頸癌） 　１Ｇ　20分
14:00 ピアカウンセリング実践
展開に向けて実践企画の説明
14:30 14:30 効果的なピアカウンセラーになるために 14:30セクシュアリティ総論Ⅰ
14:30実践に向けての企画展開案
の検討 14:30　実演講評
・人間にとって性とは （各グループ作業）
14:45 14:45　アクティブリスニング ・共に生きることとは
・基本的な向き合い方 ・ライフライン 15:30　閉校式
・オープンクエスチョン 　 　　　　修了証書授与
16:00セクシュアリティ総論Ⅱ 16:00　解散
16:30 16:30感情と向き合う ・思春期の性
・感情の言葉探し ・自尊感情
・感情と向き合うステップ 17:30コミユニケーション
能力を高めるエクササイズ
・ネゴシエイト 18:00　終了
18:50 18:50要約・統合スキル 18:30　終了
19:00 19:00 　終了
